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１ 会議次第 

 (1) 国際文化推進室長あいさつ 

 (2) 審議事項 

  ア 重要文化財旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館）土地の追加指定について 

  イ ヨドコウ迎賓館竣工１００周年記念事業について 

(3) その他 

２ 審議経過 

＜中江副会長＞ 

それでは、本日の次第に従いまして、ただ今から議事に入ります。 

審議事項「重要文化財旧山邑家住宅（ヨドコウ迎賓館）土地の追加指定」について、

事務局より説明をお願いします。 

＜事務局：竹村＞ 

資料１を用いて説明。 

＜中江副会長＞ 

ただ今の事務局の説明について、何かご質問、ご意見はございませんか。 



＜中江副会長＞ 

 ではまず建造物専門委員の私からお伺いします。倉庫の部分について早急な保存の手

立てが必要だということですが、全体の整備計画は、今後どのように進む見通しとなっ

ていますか。 

＜事務局：竹村＞ 

現状、平成２８年から平成３０年度の大規模保存修理工事の際に策定した保存活用計

画がありますが、今回の土地の追加指定を踏まえ、そのままの保存活用計画で整備を進

めることができるのか、ブラッシュアップが必要なのかを文化庁・県文化財課・所有者

と協議しているところです。 

＜原口委員＞ 

 文化財名称が旧山邑家住宅（淀川製鋼迎賓館）から旧山邑家住宅に変更された理由を

教えてください。 

＜事務局：竹村＞ 

 現在、淀川製鋼迎賓館の名称が使われていないことなどを踏まえ、今回、変更されま

した。 

＜森下委員＞ 

 今回、土地が重要文化財に追加指定されたということですが、植生の管理や水道管の

工事などの際にどのような制限を受けるのでしょうか。 

＜事務局：竹村＞ 

 史跡ほど現状変更の厳しさはないような印象を受けていますが、事務局としても本件

のような例は経験がありませんので、文化庁・県文化財課・所有者と協議しながら慎重

に進めてまいります。 

＜西尾委員＞ 

 植生などの景観も付加価値となるので、丁寧に進められたほうがよいと思います。 

＜中江副会長＞ 

ありがとうございます。では次の議題に入りたいと思います。 

審議事項「ヨドコウ迎賓館竣工１００周年記念事業」について、事務局より説明をお

願いします。 



＜事務局：森山＞ 

資料２を用いて説明。 

＜中江副会長＞ 

ただ今の事務局の説明について、何かご質問、ご意見はございませんか。 

＜原口委員＞ 

 ヨドコウ迎賓館夜の特別見学ツアーについて、非常に多くの応募があったとのことで

すが、応募者は専門家が多いのでしょうか。 

＜事務局：森山＞ 

 おそらく専門家でだけではなく一般市民も多いと考えています。 

＜原口委員＞ 

 一般市民の方が関心をもってくださるのが一番良いですが、専門家の方で見られたい

方も多いと思いますので、さまざまな方向でターゲットを絞った募集の方法もいいかも

しれません。 

＜中江副会長＞ 

最近ですと、大阪の「生きた建築フェスティバル」や神戸の「神戸モダン建築祭」な

ど、一般市民で建築を見て歩く方も増えましたので、そのあたりも踏まえて多くの応募

があったのかなと思います。このようなイベントは常に高いニーズがあると思いますの

で、建造物を保護していく経費のためにも、特別感を持たせた有料ツアーにするのもい

いと思います。 

もう一点、展示について、展示の構成などはどこで企画しているのでしょうか。また、

周知はどのようにされていますか。 

＜事務局：森山＞ 

 展示については本市学芸員が企画しています。 

 周知につきましては、コンサート＆座談会・講演会のチラシに展示についても記載し、

事業に協力をいただいているひょうごヘリテージ機構Ｈ２ＯとＮＰＯ法人阪神文化財

建造物研究所を通じて周知をお願いしているところです。 

＜中江副会長＞ 



 大阪万博も控えていますし、フランク・ロイド・ライトという世界的に有名な建築家

の作品ということも踏まえて海外に向けても PRしてもらえたらと思います。 

＜事務局：森山＞ 

 ありがとうございます。芦屋は唯一の国際文化住宅都市でもありますし、事務局も今

年国際文化推進課に名称が変更されましたので、国外への発信も意識して英語版の動画

作成も進めております。 

＜西尾委員＞ 

 建造物はどうしても大人向けの企画が多くなるので、子ども向けのワークショップは

良い試みだと思います。子ども向けのパンフレットなども企画してみてください。 

＜中江副会長＞ 

 ただ今の事務局からの説明について、何かご質問等、ございますか？ 

ないようですので、予定されていた議事は終了いたしました。委員の皆様にはご協力

をいただきありがとうございました。 

― 閉会 ― 


